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は じ め に

　学校現場では，「子どもたちの姿を捉え，授業の工夫を考えるの

は楽しいが，評価の作業は気が重い」といった声を聞くことが少な

くない。この声には，日常用語として使われる「評価」と，教育学

でいう「評価」とのズレがよく現れている。日常場面で「評価」は，

成績づけを意味する言葉として捉えられがちである。しかし，教育

学で定義される「評価」は，成績づけにとどまるものではない。

　教育学でいう「評価」は，まさしく，子どもの姿を捉え，教育実

践の改善に活かす営みそのものである。教育によってどのように子

どもたちを育てたいのかを考え，さまざまな方法で成長の姿が発揮

されるように促す。困難に直面していれば，教師と子どもが，さら

にはさまざまな関係者が，ともに乗り越える手立てを考え，乗り越

えられたときにはその喜びを共有する。本書では，そういった「教

育評価」本来のあり方を提案することをめざしている。

　執筆にあたっては，次の 3点を心がけた。

　第一に，教育評価に関わって歴史的に蓄積されてきた実践の成果

とともに，最新の研究動向をふまえた内容にすることである。たと

えば，グローバル化・ICT化・地球温暖化など急激な変化が各所に

みられる現代において，次の時代をつくる人に求められる「資質・

能力」とは何かが，今，国内外で問われている。本書では，そう

いった「資質・能力」と学力の関係をどう捉え，どのように目標を

設定することができるのかについて，現時点での提案を示している。

また，「学習のための評価」・「学習としての評価」といった新たな

概念についても紹介している。

　第二に，実践を進める際に陥りがちな問題点を指摘するとともに，
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どのようにしてそれらの問題点を克服できるのかの展望を示すこと

である。たとえば，「思考力・判断力・表現力」といった高次の学

力を保障するために有効だと注目されているパフォーマンス評価や，

子どもたちの自己評価力を伸ばすポートフォリオ評価法についても，

詳細を説明している。さらに，学校現場でよく投げかけられる質問

への回答を端的に示したコラムを各章に配している。

　第三に，教育評価に関わるさまざまな局面を視野に入れることで

ある。本書では，教師が授業において子どもたちを評価する活動だ

けでなく，学校経営に関わる評価や，入試などの制度的側面も論じ

ている。また，本文中では「子ども」という表記を用いているが，

児童・生徒・学生などさまざまな年齢の学習者を対象とした評価や，

職業教育における評価などにも適用されるような，教育評価の基

礎・基本を示すことをめざした。

　本書の執筆陣は，京都大学大学院教育学研究科の教育方法研究室

でともに学んできた仲間たちである。執筆にあたっては編集会議を

重ねて議論をたたかわせ，互いの原稿を推敲して最善をめざした。

しかしながら，著者たちの力不足がみられる点も残っていることで

あろう。読者からの忌憚のないご批正をお願いしたい。本書が先生

方を励まし，ひいては子どもたちを励ますものとなれば，著者一同，

望外の幸せである。

　最後になったが，本書の刊行にあたっては，企画の段階から編

集・刊行に至るまで，有斐閣の中村さやか氏に多大なご支援をいた

だいた。ここに記して，心より感謝したい。

2014年 12月

編　　者
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リテラシー　253
ルーブリック　12,45,116,150
　一般的─　103
　長期的─　154
レディネス　53
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● た　行

タイラー，R. W.　3,33,83,242
田中寛一　238
田中耕治　47
東井義雄　244

● な　行

中内敏夫　86
長島貞夫　242
中村高康　223

● は　行

ハーレン，W.　60
広岡亮蔵　85
ブラック，P.　66
ブルーム，B. S.　30,53,83
掘哲夫　250
本田由紀　222

● ま　行

槇山栄次　239
マクタイ，J.　145
増田幸一　243
マルザーノ，R. J.　93,102

● や　行

ヤング，M.　216,219

人 名 索 引

● あ　行

アイスナー，E. W.　34
青木誠四郎　242
アップル，M.　40
アトキン，J. M.　38
アンダーソン，L. W.　93
今泉博　194
ウィギンズ，G.　44,145
ウィリアム，D.　66
岡部弥太郎　238

● か　行

鹿毛雅治　254
梶田叡一　53,90
ガードナー，H.　43
ガニエ，R. M.　82
苅谷剛彦　219
ギップス，C.　67
グリーン，X.　242
桑田昭三　220

● さ　行

斎藤喜博　57,193
小砂丘忠義　241
佐々木昴　240
サドラー，D. R.　45,67
ジマーマン，B. J.　105
スクリヴァン，M.　34,53
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